
高度衛生管理基本計画 

 

１ 地域名 

   銚子地域 

 

２ 地域の現況 

都道府県名 千葉県 関係市町村名 銚子市 

地域の特徴  

 本地域は、銚子市の利根川河口右岸に位置する典型的な河口港であり、その背後には、肥

沃な沖積低地が広がり、海岸部や半島南部の丘陵には、千葉県最古の古生層が分布している。

水郷筑波国定公園に指定された周辺の海岸は、砂浜、天然の岩礁と変化に富んだ風光明媚な

地形を有し、年間約 277 万人（平成 21 年観光入込調査）の観光客が訪れている。また、漁

港区域内にある水産ポートセンター及びウォッセ 21（水産物即売センター）は、本漁港のシ

ンボルであると同時に銚子市における水産と観光の拠点となっている。 

 本地域の人口は 38，801 人（平成 21 年港勢調査）と銚子市全体の 55％を占め、水産業が

市の産業経済に与える影響は非常に大きなものである。 

水産業の役割  

 銚子漁港は、古くから沿岸、沖合及び遠洋漁業の拠点として、まき網漁業を中心にマグロ

はえ縄漁業、底びき網漁業、サンマ棒受網漁業等により栄え、北太平洋海域の陸揚げ・流通

の拠点として年間 20万トンを超える水産物が陸揚げされており、わが国の水産物供給基地

として重要な役割を果たしている。近年の陸揚量は、ピーク時（昭和 59 年、819 千トン）の

30％程度（平成 21年、223千トン）にまで落ち込んではいるが、その陸揚量は、常時全国上

位となっている。 

 本漁港の陸揚量の約８割は外来漁船によるもので、陸揚げされた漁獲物の約９割は地元の

冷蔵庫や水産加工場へ出荷される。また、平成 20 年の銚子市の製造業出荷額（約 1,860 億

円）のうち、水産加工品が約 45％（約 828億円）を占めており、全国の水産加工業の約 2.4％

を担っている。 

 これらに加えて、首都圏をはじめ、全国の消費地と直結可能な地理的優位性や、大規模な

204千トンの冷蔵能力及び 3639Ｔ/Ｄの冷凍能力を有しており、鮮魚や冷凍水産物のストッ

ク拠点としての役割も有している。 

 銚子漁港は全国有数の陸揚港であり、銚子沖合に限らず広範囲の漁場で漁獲されたものが

陸揚げされている。主な水産物は、マグロ類、カジキ類、イワシ類、サバ類、ブリ類、イカ

類、アジ、カツオ、サンマ、キンメダイ等である。 

 漁港内の銚子市漁業協同組合（以下「銚子市漁協」という。）が開設する「銚子漁港魚市

場」は第１市場から第３市場が設けられ、取り扱う水産物毎に下記のとおり役割分担がなさ

れている。 

（第１市場） 

 マグロはえ縄漁船の漁獲物であるマグロ類及びカジキ類が陸揚げされ、大物は 1尾ずつ、



小物はスカイタンク毎に入札され、仲買人を通じて出荷されている。小物のビンナガマグロ

については加工用として冷凍保管される。 

なお、第１市場は東日本大震災により被災しており、仮設の簡易な荷さばき所を整備し、

一部の水産物は衛生管理に配慮した取扱いを行っているが、既設の荷さばき所は、現在は使

用できない。従って、本計画におけるマグロ等の取扱いについては、被災前のものである。 

（第２市場）  

 まき網漁船の陸揚げが主で、漁獲物はイワシ類、サバ類、ブリ類、アジ類などである。 

 イワシ類やサバ等の多獲性魚は、見本入札に附された後、漁船から直接トラックに積み込

み運搬され、その多くが加工用途として冷凍される。 

（第３市場） 

底びき網漁船を始めとして、小型船の陸揚げが多いが、カツオ、マグロのまき網漁船や

サンマ棒受網漁船の陸揚げ（外港部の岸壁も使用される）が行われている。底びき網漁な

どで漁獲されるヒラメ等の底魚は陸揚げ後、市場にて入札され、多くが鮮魚用途として容

器に包装され出荷される。 

なお、サンマは陸揚げ後、第２市場の多獲性魚と同様の処理が行われ、また、まき網の

マグロ、カツオについては第１市場と同様の処理が行われる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

漁港名：銚子漁港 種 別：特定第３種 所在地：千葉県銚子市 

銚子市漁協地方卸売市場取扱量 

             223,739 ﾄﾝ 

銚子市漁協地方卸売市場取扱金額 

              23,371百万円 

属地陸揚量  222,901 ﾄﾝ 属人陸揚量  16,269 ﾄﾝ 属地陸揚金額  22,185 百万円 

登録漁船数    135 隻 利用漁船数    688隻 
※H21銚子市漁協水揚統計 

※H21港勢 

 

 

第１卸売市場 
マグロはえ縄漁船 

第２卸売市場 
イワシ・サバまき網漁船 

第３卸売市場 
サンマ棒受網、底びき網漁船等 



３．高度衛生管理の基本方針等 

高度衛生管理の基本的な考え方  

○衛生管理を行う有効性 

  ☆陸揚量が全国１位、陸揚金額が全国３位と全国有数の水産物流通拠点 

  ☆首都圏に近い地理的優位性、鮮魚や冷凍水産物のストック拠点としての役割 

 

・ 銚子漁港は全国の主要漁港の中で、陸揚量が全国１位、陸揚金額が３位（平成２１年）

と全国有数の水産物流通拠点となっており、当該漁港において衛生管理対策を実施する効

果は全国に波及するものである。 

・ 消費者への安全・安心な水産物の供給につながるだけでなく、衛生管理対策と、それを

通じて丁寧に扱われる水産物は、仲買人等流通側からの需要がある。 

・ 銚子市場では、衛生管理に関する協議会を設置し、衛生管理への意識が高い。市場では

清浄海水や水道水が用いられており、衛生管理への取組が進められている。 

 

○高度衛生管理対策導入の対象エリアと対象水産物 

高度衛生管理対策の対象魚種をマグロとし、その陸揚げが行われる第１市場の高度衛生管

理対策を行い、今後、第３市場、第２市場と漁港全体の衛生管理に取り組んでいくこととす

る。第１市場が立地する荷さばき所用地及び岸壁を対象エリアとして高度衛生管理対策を実

施する理由は次のとおりである。 

・ 第１市場はマグロはえ縄漁船を中心としたマグロ類の陸揚げが行われており、魚体の大

きさから恒常的に直置きがなされているなど、衛生管理上の対応が遅れていること。 

・ 第１市場の荷さばき所は東日本大震災で被災し、利用できない状況であり、本荷さばき

所の高度衛生管理対策への取組は、単なる復旧にとどまらない復興につながるものである

こと。 

 

○高度衛生管理の基本的考え方 

 

☆漁獲物の陸揚げから出荷までの各作業工程において、抽出した衛生管理上の課題

に対する施設整備と取扱いの両面からの対策について、定期的な調査や点検を実

施することによって、衛生管理の持続性を確保する。また、これらの衛生管理に

関する調査や点検の記録を保持することによって、問題が生じた場合には記録を

提示し、水産物の衛生管理確保のための迅速な対応ができる体制を確保する。 

 

問題点  

○高度衛生管理対策の対象範囲（第１市場の岸壁及び荷さばき所）の現況 

 第１市場のマグロ類の陸揚げは、午前５時頃に開始される。大物のマグロ類については、

陸揚げ、荷受け、搬入・選別はフォークリフトにより、岸壁から荷さばき所内にマグロは持

ち込まれる。荷さばき所は壁がなく、開放型であるため、魚体が乾きやすく、また、埃や塵

等の異物が混入しやすい。荷さばき所内に持ち込まれたマグロは、船上で内臓が取り除かれ 



ているが、再度、床の上で完全に内臓を除去し洗浄を行う。その後、マグロの計量、陳列が

行われるが、マグロを手カギで引っかけて床に引きずる形でマグロの運搬が行われる。陳列

されたマグロ類は水揚げ後、出荷までの間、２～４時間荷さばき所内に置かれるが、夏期や

気温の高い日には施氷により低温保持される。マグロは床の上に直置きされて、入札となる。

その後、搬送・出荷作業が行われるが、出荷時には、荷さばき所内に車両が進入し作業が行

われる。 

 銚子市漁協は、生鮮魚介類の安全性確保を図るため、地元関係者（銚子市、銚子市漁協、

買受人、商工会議所）、学識経験者、水産庁、千葉県からなる衛生管理に関する協議会（銚

子地域水産業活性化検討協議会（平成 23年８月 30 日設立））を設置し、衛生管理体制の整

備を進めてきた。今後も継続して漁協職員のさらなる意識向上を図る必要性があるととも

に、市場を利用している漁業者、仲買業者、水産加工業者等関係者との連携が必要である。 

  

○第１市場の水揚げから出荷の各段階における衛生管理に係る問題点は次のとおり。 

＜水揚げ作業＞ 

・ 岸壁が野天のため、魚体が乾燥しやすく、また雨風に晒される状況にある。 

・ 船艙水が泊地内に直接排水されている。 

＜水揚げから荷さばき所内の選別＞ 

・ 岸壁のエプロンや床は、水道水で洗浄しているもののマグロの内臓洗浄排水や血水、市

場関係者の長靴による付着物等の持ち込みの懸念がある中で、直置きが恒常的に行われて

いる。 

・ 魚体、器具、床等の洗浄水は清浄海水や水道水が使用されているものの、排水溝を通じ

泊地前面に直接排水されている。 

＜セリ待ちから入札＞ 

・ マグロが床に直に陳列されている。 

・ 夏期や気温の高い日にはマグロの管理のため施氷がなされているが、より適切な管理の

ためのルールを定める必要がある。 

・ 鳥類が侵入可能でありその糞が床に散見されることがある。 

・ 市場関係者等の長靴による付着物の市場内への持ち込みが懸念される。 

・ 市場関係者等の手洗い等の清潔保持や健康管理が求められる。 

＜出荷＞ 

・ 出荷時にトラックの市場内の進入により、タイヤによる付着物の持ち込みが懸念される。 

＜運搬作業全般＞ 

・ マグロは重量があるため、運搬に際しては手カギにより床を引きずっている状態である。

このため、魚体の表面が損傷するとともに、床面からの菌等の汚染が懸念される。 

・ フォークリフトが岸壁側や陸側から荷さばき所内に自由に出入りでき、タイヤによる付

着物の持ち込みや、その排ガスによるマグロの汚染が懸念される。 

・ 作業動線が整理されていないため、フォークリフトやトラック等が交錯することになり、

作業場が危険であり、衛生管理を困難にしている。 

＜取組体制＞ 

・ 銚子市漁協においては、生鮮魚介類の安全性確保を図るため、地元関係者（銚子市、漁 



協、買受人、商工会議所）、学識経験者、水産庁、千葉県からなる衛生管理に関する協議会

（銚子地域水産業活性化検討協議会、平成 23年 8月 30日設立）を設置し、衛生管理体制

の整備を進めてきた。今後も、継続して組合職員のさらなる意識向上を図る必要性がある

とともに、市場を利用している漁業者、仲買業者、水産加工業者等関係者との連携が必要

である。 

 

対応方針 
 

○第１市場における衛生管理上の問題点を解決し、安全で安心な水産物供給のため、 

・ 水産物の衛生的な取扱いが可能となる荷さばき所と岸壁等の一体的整備 

・ 関係者の衛生管理に対する意識の向上と、その着実な実施による取組の推進 

を実施する。 

 取組の目標としては、水産庁の定める「漁港における衛生管理基準」レベル３以上とする。

また、第１市場の取組を中心に銚子漁港全体の衛生対策の取組の向上を図っていく。 

 

○施設の整備について 

１．適切な排水処理 

・ 市場に起因する洗浄水等の排水対策として、排水路の適切な配置とスクリーンなどの排

水処理施設の整備を行う。 

２．荷さばき所の整備 

・ 荷さばき所は閉鎖型とし、陸側は高床式として段差を設け、車両の進入を防ぐ構造とす

る。荷さばき所は壁とオーバースライダーで囲壁を設け、人やフォークリフトとの作業動

線を区分するとともに、人やフォークリフトの市場の出入の際は、長靴洗浄槽やタイヤ洗

浄槽を通過するようにする。また、鳥類の進入を防ぐことにより、場外から危害が持ち込

まれにくい構造とする。鳥類対策として天井はフラットとし、庇等には防鳥ワイヤーや剣

山を設ける。 

３．水産物の取扱い 

・  マグロの運搬、陳列については床を引きずらないように、流し台や滑り台、洗浄台、ス

ノコ、台車等を用いて、衛生管理に対応した大型魚の移送のシステム化を図る。また、岸

壁や荷さばき所の床は抗菌仕様とする。 

・  出荷待ちのマグロが発生しないようにしつつ、交差汚染を防ぎながら、陸揚げから出

荷までマグロの取扱いが一方向になされるようにし、速やかな出荷作業に努める。 

・ 荷さばき所に壁、庇等を設けることにより、塵埃、雨等による品質の劣化を防止するす

るとともに、直射日光を防ぐことにより、確実な施氷による温度管理を実現する。 

 

 

 

 

 

 
 

図１ 洗浄台の使用（イメージ） 図２ スノコの利用（イメージ） 



○ 関係者による取組 

１．市場関係者の意識レベルの向上 

・ 漁協、仲買人等の市場関係者からなる協議会を設置し、衛生管理の向上を推進する。 

２．衛生管理のためのマニュアルの作成と実施 

・ 衛生管理内容ごとに、マニュアルを作成し、責任者の選任を行い、チェックシートによ

り確実な実施を図る。チェック結果については、記録の維持管理を行い、速やかに情報提

供ができる体制を整える。 

３．人やフォークリフトの管理 

・ 人やフォークリフトの入場を規制するとともに、入場するものについては危害を持ちこ

まないように、十分な洗浄を行う。 

・ 人については入口を指定して入場の際は手洗いや長靴洗浄を励行して、十分実行されて

いるか適宜状況確認を行うとともに、たばこや空き缶のポイ捨てなどの非衛生行為を禁止

する。 

・ 場内専用車の管理をするとともに、バッテリーや洗浄施設などの附帯施設を管理する。 

・ 市場職員、買受人等に対して衛生管理の講習を行う。 

４．容器等の管理 

容器を清潔に保つように、洗浄場所・洗浄方法、保管場所を定めるとともに、容器以外

の道具についても、洗浄場所・洗浄方法、保管場所を定める。 

５．魚介類の管理 

・ 魚介類については、室内が一定以上の温度になった時に、施氷による魚介類の鮮度保持

を行うとともに、損傷防止により品質管理をおこなう。 

・ 魚介類の処理には、海水井戸による紫外線殺菌処理水を使用する。 

６．廃棄物処理 

・ 害虫等の定期的駆除を行うとともに、マグロの洗浄時に発生する残滓等の市場内で発生

するゴミ等を蓋付きの一時保管所に集積する。 

・ 漁港水域の保全と雑菌の発生を抑制するため、排水溝とスクリーン処理の適切な管理を

行う。 

 

○ その他留意する事項 

・ 第１市場の出荷スペースについては１尾もの（小型車対応）とタンクもの（４ｔ車対応）

に分け、それぞれの積込み及び入出スペースとして確保することにより、作業の効率化を

図る。 

・ 観光客等漁港来訪者のための見学用通路の設置にあたっては、来場者の安全や衛生管理

の観点から滞留場所としてのピロティや部屋の設置、見学通路を２階に設置する等、市場

での作業との交錯が避けられる構造を有するものとする。 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

４．高度衛生管理を推進するための施設整備計画の内容 

該当する事業名 事業主体 施設名 計画数量 予定年度 備考 

水産物供給基盤

整備事業 

銚子市漁業

協同組合 

荷さばき所（新設） 

（第１市場） 

一式 H24～H26 鳥獣進入防止施設 

衛生管理設備 

外壁 

仕切り壁 

見学者用通路 等 

千葉県 -4.5ｍ岸壁（新生） 200ｍ H25～H26 エプロン改良 

（抗菌処理） 

千葉県 駐車場（新生） 

 

5,800m2 H26 補修 

千葉県 道路Ｂ（新生） 

 

170ｍ H26 補修 

千葉県 -4.5 ｍ 泊 地 浚 渫  

（新生） 

144,900m2 

144,900m3 

H17～H28 底質改善 

◆  荷さばき所の設計にあたっては、耐震性が確保されるようにする。 

 

５．高度衛生管理対策の推進により見込まれる効果 

 銚子漁港は大消費地である首都圏に近く、背後に大規模な冷蔵・冷凍能力を備えた全国有

数の水産物流通拠点であり、銚子漁港において水産物の衛生管理の強化を図ることは、首都

圏の消費者に安全で安心な水産物を提供する上で非常に効果的である。 

 衛生管理に対応した岸壁と荷さばき所を一体的に整備し、高度衛生管理体制の強化と、品

質の向上を図ることにより、魚価向上が期待される。 

 また、見学者用通路等の整備により、衛生管理された水産物を観光資源とした観光客の増

加が見込まれ、周辺地域活性化の核としての役割が期待される。 

 

６．基本計画の着実な推進に係る事項 

<地域計画と本計画との整合性> 

・ 千葉県農林水産部の「水産振興計画」では、推進方向として「たくましい漁業づくり」

をあげ、「意欲ある地域が、国際競争力や産地間競争力を高めていけるよう、水揚物を集

約する荷捌施設等の整備をする等、漁業生産基盤の充実を図るほか、流通拠点漁港を中心

として、衛生管理機能強化に取り組む漁協等を支援する」と位置付けており、本計画が千

葉県の水産振興計画と整合が図られているとともに、水産振興計画が目指す目的を実現す

図－３ 荷さばき所のゾーニング（イメージ図） 



る重要な計画となっている。 

<地元・関係部局等との調整状況> 

・ 「銚子地域水産業活性化検討協議会」において、第１市場を中心とした銚子漁港の水産

物の衛生管理対策に向けた議論を行い、高度衛生管理対策に対応した荷さばき所等の整備

等の高度衛生管理の導入について合意を得ている。 

・ 近海マグロの運搬・陳列方法など具体的な検討については、平成 23年 9月 20 日に、第

１市場の主要利用者からなる「マグロ荷捌作業改善研究会」を設立し、産地水産業強化支

援事業の支援を受けて、滑り台、洗浄台、台車、スノコなどの運搬・陳列器具を試作し、

マグロの運搬・陳列方法を事前に検討し、新設荷さばき所で円滑な実施ができるように並

行して検討を進めている。 

 

<施設の管理・運営体制> 

・  施設整備及び施設完成後の管理については、漁港管理者である千葉県と銚子市漁業協同

組合地方卸売市場の開設者である銚子市漁業協同組合が行う。 

 

７．その他特記事項（特記事項、参考となる資料等） 

 


